
（注1）�騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入しております。
（注2）�純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

○�本交付運用報告書は、2014年12月１日より「投資信託及び投
資法人に関する法律」の改正により、運用報告書（全体版）に記
載すべき事項のうち重要なものを記載した書面です。その他
の内容については、運用報告書（全体版）に記載しております。
○�当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全体版）
に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供する旨を定
めております。運用報告書（全体版）は、下記の手順でご覧
いただけます。
　＜閲覧方法＞
　�右記URLにアクセス⇒「ファンド情報／運用状況」⇒「レ
ポート」⇒「運用報告書」
○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求により交
付されます。交付をご請求される方は、右記お問合せ先ま
でお問い合わせください。

第８期末(2014年12月10日)
基 準 価 額 15,960円
純 資 産 総 額 19,448百万円

第８期
騰 落 率 25.2％
分 配 金（ 税 込 ）合 計 −円

セゾン資産形成の
達人ファンド
追加型投信/内外/資産複合

交付運用報告書
第８期（決算日 2014年12月10日）

（作成対象期間 2013年12月11日～2014年12月10日）

■お問合せ先
セゾン投信株式会社
〒170-6037 東京都豊島区東池袋3-1-1 サンシャイン60 37Ｆ
［ホームページ］http://www.saison-am.co.jp
［電話番号］03-3988-8668
［営業時間］9：00～17：00 （土日祝日、年末年始を除く）

受益者の皆さまへ

　平素は「セゾン資産形成の達人ファンド」に格
別のご愛顧を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　当ファンドは2014年12月10日に第８期決算
を行ないましたので、当期の運用状況をまとめ
ております。
　当期間も信託財産の長期的な成長を図ること
を目的とした運用を行って参りましたこと、合
わせてご報告申し上げます。
　今後も、皆さまの長期投資の充実のため、引
き続き努めて参りますので、より一層のお引き
立てを賜りますよう、お願い申し上げます。
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ごあいさつ

　セゾン投信が見据える長期投資の運用理念に立脚したアクティブ運用を体現する「セゾン資産形成
の達人ファンド」は、前期目覚ましいパフォーマンスを実現させて、セゾン流長期投資の本質をしっ
かりと示現出来るポートフォリオになってまいりました。
　その成果の証しとして、「Ｒ＆Ｉファンド大賞2014 NISA／バランス部門 最優秀ファンド賞」※の栄
誉にもあずかり、純資産残高も200億円に迫る規模にまで成長して、お蔭様で本格的国際分散型アク
ティブ長期投資ファンドとしての評価も高まっております。
　2014年の世界経済は、米国の景気回復軌道が日を追って堅固になって行く中で、その力強さがグ
ローバルに下支えの効果を発揮して、想定範囲内の安定成長軌道持続につながったと言えます。
　一方で金融市場は、６年間続いた米ＦＲＢ（連邦準備制度理事会）による量的金融緩和政策の出口戦
略が浮上したことで、期中を通じて世界のマネーフローは不安定な状態が続き、相場の振幅は大きく
悲観と楽観を幾度となく繰り返すこととなりました。
　しかしながら実体経済では、米国の企業業績は堅調で、日本企業も消費税増税の重石を総体として
は円安の進行でカバーして増益基調を保持する中で、結果的に日米の株式市場は企業業績に相応な水
準に収斂したと言えましょう。
　先進国の中では、欧州経済の回復が顕著に周回遅れですが、本格的な量的金融緩和政策へと舵を切
ることで、消費税再増税を先送りした日本と共に、景況感が穏やかに改善へ向かうでしょう。
　米国経済が一層強固に回復へと向かい、日欧が金融政策で下支えする。先進三地域主導での地球経
済成長軌道は2015年も継続的で、インド・ＡＳＥＡＮなど成長軌道を取り戻しつつある新興国経済
もその恩恵を受けるなど、当ファンドは悪くない外部環境下、慎重な楽観のもと進んで参ります。
　当期は当ファンドの運用スタイルにとって、決して得意でない相場環境でしたが、上昇相場時にも
しっかり追従して相応のパフォーマンスをあげており、市場のブレに翻弄されず、実体経済の成長を
長期的にガッチリと捉えて行く当ファンドの真価は示すことが出来たと考えております。
　「セゾン号」乗客の皆さまに、本物の長期投資を提供出来るステージに入れましたことを、乗務員一
同改めて感謝申し上げますと共に、第８期の運用状況を報告させていただきます。

代表取締役社長 中野 晴啓

本書では、各投資対象ファンドを以下の通りに省略して記載することがありますのでご了承ください。

バ ン ガ ー ド®米 国 オ ポ チ ュ ニ テ ィ フ ァ ン ド → 米国オポチュニティ
ＴＭＡ長期投資ファンド＜適格機関投資家限定＞ → TMA長期投資ファンド
ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA＜適格機関投資家限定＞ → コムジェストヨーロッパ
ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファンドSA＜適格機関投資家限定＞ → コムジェストエマージング
T.ロウ・プライス・ファンズSICAV-USラージキャップ・グロース・エクイティ・ファンド → T.ロウ・グロース及びT.ロウ・プライス 米国大型グロースファンド
T.ロウ・プライス・ファンズSICAV-USラージキャップ・バリュー・エクイティ・ファンド → T.ロウ・バリュー及びT.ロウ・プライス 米国大型バリューファンド
スパークス・集中投資・日本株ファンドS＜適格機関投資家限定＞ → スパークス・集中投資
スパークス・長期厳選・日本株ファンド＜適格機関投資家限定＞ → スパークス・長期厳選
コ モ ン ズ 3 0 フ ァ ン ド（ 適 格 機 関 投 資 家 用 ） → コモンズ30ファンド

セゾン資産形成の達人ファンド

－第８期－
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運用経過の説明
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第８期末
1

2014/12
32 5 64 7 8 9 10 11

純資産総額（右軸）
基準価額（左軸）

2013/12第８期首

（2013年12月11日～2014年12月10日）

（注1）�当ファンドには、ベンチマークはありません。
（注2）�分配を行っていないため、分配金再投資基準価額は表示しておりません。	 �

表示されている基準価額が、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものとなります。
（注3）�上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。

第８期首 12,743円
第８期末 15,960円

（既払分配金） （−円）
騰落率 25.2%

<基準価額のプラス要因>
・�対ドルでの為替レート（円安）
・�コムジェストヨーロッパ（円）
・�米国オポチュニティ（米ドル）
・�コムジェストエマージング（円）
・�スパークス・長期厳選（円）
・�T.ロウ・プライス米国大型バリューファンド（米ドル）

・�スパークス・集中投資（円）
・�T.ロウ・プライス米国大型グロースファンド（米ドル）
・�ＴＭＡ長期投資ファンド（円）
<基準価額のマイナス要因>
・�コモンズ30ファンド（円）
　※2014年４月までに全額を売却

期中の基準価額等の推移

【基準価額の主な変動要因】
　当期は、先進国を中心に株式市場が上昇するなかで、投資先ファンドが４月までに全額を売却したコ
モンズ30ファンドを除いて上昇し、基準価額の上昇要因となりました。また、為替も対ドルで円安が進
行し、基準価額の上昇要因となりました。
　投資先ファンドは、T.ロウ・プライス米国大型グロースファンドがベンチマークを下回ったものの、
日本の株式市場において企業の質を重視する動きが強まるなかで、日本株式に投資するファンドが軒並
み市場平均を大きく上回って上昇したほか、新興国市場が総じて力強さを欠く中で、銘柄選択効果によ
りコムジェストエマージングが大きく上昇するなど、総じて堅調な値動きとなり、基準価額の上昇に寄
与しました。
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項　　　目

当　　期

項　目　の　概　要（2013年12月11日～2014年12月10日）

金額 比率
（a）信託報酬

（投信会社）
（販売会社）

（受託会社）

78円

（44）
（29）

（6）

0.578％

（0.321）
（0.214）

（0.043）

（a）信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
※期中の平均基準価額は13,560円です。

・委託した資金の運用の対価
・�交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド

の管理、購入後の情報提供等の対価
・運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b）その他費用

（監査費用）

（そ の 他）

1

（1）

（0）

0.006

（0.005）

（0.001）

（b）その他費用＝ 期中のその他費用
期中の平均受益権口数

・�監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る
費用

・�その他は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等
の保管及び資金の送金・資金の移転等に要する費用

合　　　計 79 0.584

（注1）�期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に
より算出した結果です。� �
但し、期中の平均基準価額は日々の基準価額の平均、信託報酬率は報酬実額の累計を日々の純資産総額の平均で除し
たものです。また、期中の平均受益権口数は日々の受益権口数の平均です。

（注2）�各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。
（注3）�当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入ファ

ンドの概要」に表示することとしております。
（注4）�財産維持手数料は当期は発生しておりません。
（注5）�各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
（注6）�各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数点

以下第４位を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

１万口当たりの費用明細

2
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（2009年12月10日～2014年12月10日）（円）
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（百万円）
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純資産総額（右軸）
基準価額（左軸）

2010/12/10 2013/12/10 2014/12/10

（注1）�当ファンドにはベンチマークがないため、投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数のMSCIオールカント
リー・ワールド・インデックス（配当込）を参考指数として記載しております。

（注2）�参考指数は、基準価額への反映を考慮して、2営業日前のものに、当日のわが国の対顧客電信売買仲値を利用して円
換算しております。

（注3）�上記騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入して表示しております。
（注4）�純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

2009年12月10日
決算日

2010年12月10日
決算日

2011年12月12日
決算日

2012年12月10日
決算日

2013年12月10日
決算日

2014年12月10日
決算日

基準価額 （円） 6,628 7,112 6,403 7,955 12,743 15,960
期間分配金合計（税込） （円） − − − − − −
分配金再投資基準価額の騰落率 （％） − 7.3 △10.0 24.2 60.2 25.2 
参考指数の騰落率 （％） − 6.3 △11.5 22.2 53.1 25.6 
純資産総額 （百万円） 3,016 4,003 4,479 6,604 11,577 19,448

最近５年間の基準価額等の推移
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【世界の株式市場の概況】
　株式市場は先進国を中心に上昇しました。
　米国経済は緩やかながら回復基調となったものの、ユーロ圏や日本では景気の先行きに対する明るい
見方が拡がらない中で、新興国経済の成長鈍化への懸念が高まったほか、ウクライナ情勢の緊迫化など
地政学的リスクも高まったことを受けて、軟調に推移する局面もありましたが、世界的な景気の低迷を
背景にインフレ観測が後退し、低金利が長期間継続するとの見方が強まったことから、株式市場は先進
国を中心に上昇基調となりました。
　米国の株式市場は、経済が緩やかな回復を示し、金融緩和の拡大策が終了に向かう中で利上げが意識
され、軟調に推移する局面もあったものの、原油価格の低下などにより物価が落ち着いていることから
インフレ観測が後退して、低金利が長期間継続するとの見方が強まり、上昇基調となりました。
　欧州では、英国経済が緩やかな回復を示しているものの、ウクライナを巡るロシアとの関係悪化の影
響もあり、ユーロ圏では景気の牽引役を期待されていたドイツの景気が失速し、景気の長期低迷への懸
念が高まりました。しかし、欧州中央銀行（ECB）の金融緩和姿勢が下支えとなり、株式市場は上昇しま
した。
　日本では、円安による輸出の拡大効果が限定的となった一方で、消費税率の引き上げによる個人消費
の落ち込みが想定以上のものとなったことから、景気の先行きに対する懸念が拡がったものの、10月末
に日本銀行が金融緩和の拡大策を打ち出したことを受けて為替市場で大幅な円安となり、株式市場は大
きく上昇しました。
　アジア・太平洋地域の株式市場は、中国経済の先行きに対する懸念が高まる中で、オーストラリアの
主要な輸出品である資源価格が低迷したことから、力強さを欠く展開となりました。
　新興国の株式市場は、米国で金融緩和の拡大策が終了に向かい新興国の株式市場からの資金引き揚げ
に対する警戒が高まる中で、先進国経済の低迷に伴って新興国経済の成長鈍化に対する懸念が高まり、
資源価格も低迷したことから、力強さを欠く展開となりました。

【為替市場の概況】
　為替市場では、ユーロ圏や日本で金融緩和が拡大に向かい、新興国経済の先行きにも懸念が拡がる一
方で、米国経済が緩やかながら回復基調となり、金融緩和の拡大策が終了に向かうと共に、利上げが意
識されたことから、ドルが主要通貨に対して大きく上昇しました。
　ユーロは、景気の長期低迷懸念が拡がる中で、デフレ懸念が高まったものの、欧州中央銀行（ECB）に
よる金融緩和の拡大策が打ち出され、今後も更なる金融緩和の拡大が期待されたことから、下落基調と
なりました。また、資源価格が大きく低下したことを受けて、オーストラリアドルやブラジルレアルな
どの資源国通貨も下落しました。
　円は、途中まで追加の金融緩和への期待が後退して底堅い展開となったものの、10月末に日本銀行
が予想外に追加の金融緩和策を打ち出したことを受けて大きく下落し、対ドルで大幅な円安となり、対
ユーロでも円安となりました。

投資環境
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　当期も引き続き、株式の時価総額や純資産額（株主資本の額）等を勘案して、幅広く国際分散投資を行
うことを基本に、市場の回帰的な動きを利用することを意識しながら資産配分を行いました。
　2013年の12月には証券税制の軽減税率廃止を控えて、受益者の皆様からのご解約が増加致しました
ので、目標投資比率に対して組み入れ比率が高めとなっていたファンドの売却を行いました。
　また、コモンズ30ファンドについては、運用体制が変更されたことを受けて、改めて検証を行った結
果、コモンズ30ファンドの運用において資産配分の役割が大きくなったことなどが、資産形成の達人フ
ァンドの運用の方向性と異なるとの判断に至り、４月までに全額を売却致しました。それに伴い相対的
な割安さが解消されてきていた日本株式への投資比率をさらに引き下げ、米国、欧州、新興国への投資
比率を引き上げました。また、11月には来期に予定している新規ファンドの組入れとそれに伴う配分比
率の変更に備え、T.ロウ・プライス・米国大型バリューファンドの目標投資比率を引き下げ、以降の追
加投資を見送っております。
　上記以外では、各ファンドの目標投資比率は固定とし、積立やスポット購入により皆様からお預かり
した資金を利用して、為替市場や株式市場の動向により相対的に組入比率が低めとなったファンドの購
入を行いました。
　結果として今期の純投資額は、欧州の株式市場への投資額が全体の40％強と最も多くなったほか、米
国が35％程度、新興国が25％程度となる一方で、日本への投資額は、コモンズ30ファンドの売却額が
スパークス・長期厳選、スパークス・集中投資、TMA長期投資ファンドを合わせた購入額を上回り、若
干のマイナスとなりました。期末の組み入れ比率は前期末と比べて日本株式が5％程度減少し、新興国
株式と欧州株式がそれぞれ2.5％程度上昇、米国株式がほぼ変わらずとなっています。
　なお、当期は新規ファンドの組入れは行っておりません。

当ファンドの運用経過と結果

（注1）金額は受渡し代金です。
（注2）千単位未満は切捨てて表示しております。

投資信託受益証券 買　　　付 売　　　付
口　数 金　額 口　数 金　額

国
　
　
　
　
内

千口 千円 千口 千円
コムジェストヨーロッパ 1,004,403 1,535,000 － －
コムジェストエマージング 669,063 870,000 － －
TMA長期投資ファンド 84,850 120,000 － －
スパークス・集中投資 84,577 195,000 20,882 45,000
スパークス・長期厳選 141,255 285,000 － －
コモンズ30ファンド － － 420,119 608,409

投資証券 買　　　付 売　　　付
口　数 金　額 口　数 金　額

外
　
　
　
国

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

千口 千米ドル 千口 千米ドル
米国オポチュニティファンド 18 8,850 7 3,207

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

T.ロウ・プライス米国大型グロースファンド 144 3,800 26 673
T.ロウ・プライス米国大型バリューファンド 140 3,050 － －

<参考情報>
期中の売買及び取引の状況　（2013年12月11日から2014年12月10日まで）
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　基準価額の水準、並びに市場環境等を考慮し、当期の分配については見送りとさせていただきまし
た。なお、留保金につきましては、元本部分と同様の運用を行って参ります。

項　　　目 第８期
2013年12月11日～2014年12月10日

当期分配金 −
（対基準価額比率） −
当期の収益 −
当期の収益以外 −

翌期繰越分配対象額 7,390

（単位：円、1万口当たり・税引前）

（注）�対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり
ます。

<ご参考>
普通分配金・解約時又は償還時の差益に対する課税について
　2014年１月１日から2037年12月31日までの間、普通分配金、並びに解約時又は償還時の差益に対
し、所得税15％に2.1%の率を乗じた復興特別所得税が付加され、20.315％（所得税及び復興特別所得
税15.315％、並びに住民税5%）の税率による源泉徴収が行われます。（法人受益者は15.315％の源泉
徴収が行われます。）

当ファンドのベンチマークとの差異

分配金

基準価額 参考指数

30

0

25.2％ 25.6％

基準価額と参考指数の対比

25

（％）

20
15
10
5

■ 第８期
（注1）�当ファンドにはベンチマークがないため、投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数のMSCIオールカント

リー・ワールド・インデックス（配当込）を参考指数として記載しております。
（注2）�参考指数は、基準価額への反映を考慮して、２営業日前のものに、当日のわが国の対顧客電信売買仲値を利用して円

換算しております。

　当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。以下のグラフは、当ファンドの基
準価額と参考指数の騰落率の対比です。
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　世界的な金融緩和の長期化期待により株式市場が下支えされている一方で、世界経済の成長力が弱ま
っているとの懸念が高まっていますが、このような状況においても、個別企業の価値に焦点を当て、長
期的な視点で丁寧な分析を行うことにより、魅力的な投資機会を見つけていくことは可能であると認識
しております。
　引き続き、市場の循環的な動きを利用することを念頭に置き、投資先ファンドを通じて安全性や長期
的な収益力を基準に銘柄の選別を行い、短期的な市場の動向ではなく投資対象の価値を重視して株式投
資を継続することで、リスクを抑えながら皆様の長期的な資産形成に資することが出来るよう努めて参
ります。
　また、来期には、新規ファンドの組入れを行う予定としておりますので、準備が整った時点で、受益
者の皆様にご案内させて頂きます。

運用部　瀬下　哲雄

今後の運用方針

※1	・�MSCIワールド・インデックス（配当込）は、MSCIが開発したインデックスであり、世界の先進国の株式で構成
されています。当該インデックスに関する著作権、知的財産権その他の一切の権利はMSCIに帰属します。また、
MSCIは指数の内容を変更する権利及び公表を停止する権利を有しています。

	 ・�MSCIジャパン・インデックス（配当込）は、MSCIが開発したインデックスであり、日本の株式で構成されていま
す。当該インデックスに関する著作権、知的財産権その他の一切の権利はMSCIに帰属します。また、MSCIは指
数の内容を変更する権利及び公表を停止する権利を有しています。

	 ・�MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込）は、MSCIが開発したインデックスであり、世界の新興
国の株式で構成されています。当該インデックスに関する著作権、知的財産権その他の一切の権利はMSCIに帰
属します。また、MSCIは指数の内容を変更する権利及び公表を停止する権利を有しています。

	 ・�MSCIオールカントリー・ワールド・インデックス（配当込）は、MSCIが開発したインデックスであり、世界の先
進国および新興国の株式で構成されています。当該インデックスに関する著作権、知的財産権その他の一切の権
利はMSCIに帰属します。また、MSCIは指数の内容を変更する権利及び公表を停止する権利を有しています。

※2	・�バークレイズ・グローバル国債：日本インデックスは、バークレイズ・バンク・ピーエルシーおよび関連会社
（バークレイズ）が開発、算出、公表をおこなうインデックスであり、日本国債市場のパフォーマンスをあらわし
ます。当該インデックスに関する知的財産権およびその他の一切の権利はバークレイズに帰属します。

	 ・�バークレイズ・グローバル国債：G7インデックスは、バークレイズ・バンク・ピーエルシーおよび関連会社
（バークレイズ）が開発、算出、公表をおこなうインデックスであり、G7参加国の国債市場のパフォーマンスをあ
らわします。当該インデックスに関する知的財産権およびその他の一切の権利はバークレイズに帰属します。

	 ・�バークレイズ新興市場自国通貨建て国債インデックスは、バークレイズ・バンク・ピーエルシーおよび関連会社
（バークレイズ）が開発、算出、公表をおこなうインデックスであり、世界の自国通貨建て新興国国債市場のパフ
ォーマンスをあらわします。当該インデックスに関する知的財産権およびその他の一切の権利はバークレイズに
帰属します。

　「Vanguard」（日本語での「バンガード」を含む）及び「tall ship logo」商標は、The Vanguard Group, Inc. が有し、セ
ゾン投信株式会社及び承認された販売会社にのみ使用許諾されたものです。
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当期中の約款変更について
2013年12月11日から2014年12月10日までの期間に実施した約款変更は以下の通りです。

●�2014年12月１日の投資信託及び投資法人に関する法律の改正に伴い、運用報告書の電磁的方法によ
る交付を新設することとなったため、2014年12月１日付けにて投資信託約款に所要の変更を行いま
した。

お知らせ

※�「R&Iファンド大賞」は、過去のデータに基づいたものであり、将来のパフォーマンスを保証するものではありませ
ん。当大賞は、投資の参考となる情報を提供することのみを目的としており、投資家に当該ファンドの購入、売却、
保有を推奨するものではありません。また、R&Iの顧客に対して提供している定性評価情報とは関係ありません。当
大賞は信頼すべき情報に基づいてR&Iが算出したものであり、その正確性及び完全性は必ずしも保証されていませ
ん。当大賞は、信用格付業ではなく、金融商品取引業等に関する内閣府令第299条第１項第28号に規定されるその他
業務（信用格付業以外の業務であり、かつ、関連業務以外の業務）です。当該業務に関しては、信用格付行為に不当な
影響を及ぼさないための措置が法令上要請されています。当大賞に関する著作権その他の権利は、R&Iに帰属します。
R&Iの許諾無く、これらの情報を使用（複製、改変、送信、頒布、切除を含む）することを禁じます。「投資信託／総合
部門」の各カテゴリーについては、受賞運用会社の該当ファンドの平均的な運用実績を評価したもので、必ずしも受
賞運用会社の全ての個別ファンドそれぞれについて運用実績が優れていることを示すものではありません。投信の基
準価額等はQUICK調べ。

R&Iファンド大賞2014の概要について
「投資信託」および「投資信託／総合部門」は確定拠出年金専用ファンドを除く国内籍公募追加型株式投信、「確定拠出年
金」は確定拠出年金向けに利用される国内籍公募追加型株式投信、「NISA」はNISA（少額投資非課税制度）向けに利用さ
れる国内籍公募追加型株式投信、「確定給付年金」は『R&Iユニバースデータサービス』に登録されているファンド、を対
象にしており、いずれも基本的にＲ＆Ｉによる分類をベースとしている。選考は、「投資信託」、「確定拠出年金」、「NISA」、
「確定給付年金」では2012、2013、2014年それぞれの3月末時点における１年間の運用実績データを用いた定量評価が
いずれも上位75％に入っているファンドに関して、2014年3月末における3年間の定量評価によるランキングに基づい
て表彰している。定量評価は、「投資信託」、「確定拠出年金」、「NISA」では“シャープ・レシオ”を採用、表彰対象は設定か
ら3年以上かつ償還予定日まで1年以上の期間を有し、「投資信託」及び「NISA」では残高が30億円以上かつカテゴリー内
で上位50％以上、「確定拠出年金」では残高が10億円以上かつカテゴリー内で上位75％以上の条件を満たすファンドとし
ている。「確定給付年金」では定量評価に“インフォメーション・レシオ”を採用している。なお、「投資信託」、「確定拠出年
金」、「NISA」では上位1ファンドを「最優秀ファンド賞」、次位2ファンド程度を「優秀ファンド賞」として表彰している。
「確定給付年金」では受賞区分を設けていない。「投資信託／総合部門」では、2014年3月末において残高30億円以上のフ
ァンドを3本以上設定する運用会社を表彰対象とし、各ファンドの3年間における“シャープ・レシオ”の残高加重平均値
によるランキングに基づき、上位1社を「最優秀賞」、次位1社を「優秀賞」として表彰している。
詳細はＲ＆Ｉのウェブサイト（ http://www.r-i.co.jp/jpn/ie/itr/fund_award/ ）をご覧下さい。
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当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合

信 託 期 間 無期限

運 用 方 針
一貫した「長期投資」という投資哲学に基づいて運用されているファンドへの投資を
通じて、長期的な資産の成長を図ります。
原則として、為替ヘッジは行いません。

主 要 投 資 対 象 有価証券に投資する国内外の投資信託証券を投資対象とします。

運 用 方 法

当ファンドの運用は、ファンド・オブ・ファンズ方式とし、国内外の投資信託証券
の中から、資産規模、運用実績、コストなどの面ならびにファンドの運用方針、投
資態度をリサーチの上、投資を行います。
投資信託証券については、運用実績等を総合的に勘案して、投資の対象から入れ替
えや除外を行うことがあります。また、投資基準に基づいて投資対象の候補とする
ファンドは随時追加や除外を行ないます。

分 配 方 針

毎決算時に、基準価額水準、市況動向等を勘案して分配を行います。ただし、分配
対象額が少額の場合には分配を行わないこともあります。
信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づき運用を行います。
当ファンドは、分配金再投資専用とします。収益分配金は、税金を差し引いた後、
再投資されます。
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（参考情報）当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

△40
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当ファンド 日本株式 先進国株式 新興国株式 日本国債 新興国国債先進国国債

（2009年12月末～2014年11月末）（％）

62.6％

△10.3％ △18.1％ △12.7％
△23.1％

△0.7％ △4.9％

4.8％ 2.2％

19.7％

42.5％

△9.5％

65.9％ 64.8％
81.1％

20.2％
12.2％

19.5％ 14.8％ 10.8％
5.3％

最小値 平均値最大値

（注1）�全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注2）�2009年12月から2014年11月の５年間の各月末における１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したもの

です。
（注3）�上記の騰落率は、直近月末から60ヶ月遡った算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。

（注）�全ての指数は米ドル建てのものをわが国の対顧客電信売買仲値を利用して円換算しております。

《各資産クラスの指数》
日 本 株 式：MSCI ジャパン・インデックス（配当込）
先進国株式：MSCI ワールド・インデックス（配当込）
新興国株式：MSCI エマージング・マーケット・インデックス（配当込）
日 本 国 債：バークレイズ・グローバル国債：日本インデックス
先進国国債：バークレイズ・グローバル国債：G7インデックス
新興国国債：バークレイズ新興市場自国通貨建て国債インデックス
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当ファンドのデータ

■組入ファンド

■資産別配分 ■通貨別配分■国別配分

第８期末（2014年12月10日）
組入比率

ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA＜適格機関投資家限定＞ 27.1％
バンガード　米国オポチュニティファンド 25.2％
ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファンドSA＜適格機関投資家限定＞ 13.9％
T.ロウ・プライス・ファンズSICAV－USラージキャップ・グロース・エクイティ・ファンド 8.3％
T.ロウ・プライス・ファンズSICAV－USラージキャップ・バリュー・エクイティ・ファンド 8.2％
スパークス・長期厳選・日本株ファンド＜適格機関投資家限定＞ 6.6％
スパークス・集中投資・日本株ファンドS＜適格機関投資家限定＞ 4.6％
ＴＭＡ長期投資ファンド＜適格機関投資家限定＞ 2.8％
その他（短期金融資産等） 3.2％

組入ファンド数 8銘柄
（注1）�組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注2）�詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載されています。
（注3）�小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。

（注1）�比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注2）�国別配分につきましては投資しているファンドの発行国を表示しております。

※期中における追加設定元本額は5,244,892,884円、同解約元本額は2,144,609,859円です。

投資信託証券
96.8％

その他
3.2％

日本
55.1％

その他
3.2％

アイルランド
25.2％

ルクセンブルク
16.5％

日本円
55.1％

その他
3.2％

アメリカ
・ドル
41.7％

項　　　　目
第８期末

2014年12月10日
純 資 産 総 額 19,448,266,339円
受 益 権 総 口 数 12,185,590,729口
1 万 口 当 た り 基 準 価 額 15,960円

（2014年12月10日現在）当ファンドの組入資産の内容

純資産等
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■基準価額の推移

■組入上位10銘柄� （2014年９月30日現在）

■資産別配分 ■国別配分
その他
3.5％

株式
96.5％

その他
8.9％

アメリカ
92.1％

１．バンガード米国オポチュニティファンド

400
420

460

500

440

480

520
540

（米ドル）

（2013/９/30） （2014/９/30）

銘柄名称 業　種 投資比率（％）
1 LILLY(ELI）＆ CO ヘルスケア 2.86
2 SEATTLE GENETICS INC ヘルスケア 2.62
3 SOUTHWEST AIRLINES CO 資本財・サービス 2.38
4 SCHWAB(CHARLES) CORP 金融 2.35
5 PHARMACYCLICS INC ヘルスケア 2.25
6 TUESDAY MORNING CORP 一般消費財・サービス 2.23
7 L BRANDS INC 一般消費財・サービス 1.98
8 DELTA AIR LINES INC 資本財・サービス 1.94
9 AMGEN INC ヘルスケア 1.85
10 POLYPORE INTERNATIONAL INC 資本財・サービス 1.75

組入銘柄数 185銘柄
（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の評価金額の比率をいいます。

（注1）�比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注2）通貨別配分につきましては、開示されていないため、記載しておりません。

■費用明細
（2014年９月30日現在）

組入ファンドの概要

ファンド財産維持手数料率 運用管理費率
（年率）（％）購入時 解約時

なし なし 0.85
※�運用管理費率とは、平均純資産総額に対する運用及び管
理等にかかる費用の総額の割合を示したものです。

　以下は当ファンドが投資対象としているファンドの現況です。詳細な内容につきましては運用報告書
（全体版）に記載しております。
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■基準価額の推移

■組入上位10銘柄� （2013年12月31日現在）

■費用明細

■資産別配分 ■通貨別配分■国別配分
その他
0.8％

株式
99.2％

アメリカ
97.8％

カナダ
1.4％

その他
0.8％

アメリカ・ドル
100.0％

２．T.ロウ・プライス・ファンズSICAV－USラージキャップ・グロース・エクイティ・ファンド

15.0
16.0

18.0

20.0

17.0

19.0

21.0
22.0
23.0

（米ドル）

（2012/12/31） （2013/12/31）

（2013年12月31日現在）

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の評価金額の比率をいいます。

（注）�比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。

銘柄名称 業　種 投資比率（％）
1 GOOGLE INC CL A 情報技術 7.02
2 AMAZON COM INC 一般消費財・サービス 5.18
3 GILEAD SCIENCES INC ヘルスケア 4.19
4 PRICELINE COM INC 一般消費財・サービス 3.74
5 PRECISION CASTPARTS CORP 資本財・サービス 2.86
6 CROWN CASTLE INTL CORP 電気通信サービス 2.83
7 BOEING COMPANY 資本財・サービス 2.65
8 DANAHER CORP 資本財・サービス 2.65
9 MASTERCARD INC-CL A 情報技術 2.46
10 MCKESSON CORP ヘルスケア 2.38

組入銘柄数 72銘柄

販売手数料 信託財産留保金 信託報酬（年率）（％）
なし なし 0.65
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■基準価額の推移

■組入上位10銘柄� （2013年12月31日現在）

■費用明細

■資産別配分 ■通貨別配分■国別配分
その他
3.3％

株式
96.7％

アメリカ
95.2％

カナダ
1.5％

その他
3.3％

アメリカ・ドル
100.0％

３．T.ロウ・プライス・ファンズSICAV－USラージキャップ・バリュー・エクイティ・ファンド

15.0
16.0

18.0

20.0

17.0

19.0

21.0
22.0
23.0
24.0

（米ドル）

（2012/12/31） （2013/12/31）

（2013年12月31日現在）

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の評価金額の比率をいいます。

（注）�比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。

販売手数料 信託財産留保金 信託報酬（年率）（％）
なし なし 0.65

銘柄名称 業　種 投資比率（％）
1 JP MORGAN CHASE & CO 金融 3.10
2 PFIZER INC ヘルスケア 2.85
3 CHEVRON CORP エネルギー 2.57
4 EXXON MOBIL CORPORATION エネルギー 2.46
5 MERCK & CO ヘルスケア 2.18
6 GENERAL ELECTRIC CO 資本財・サービス 2.08
7 SOUTHWEST AIRLINES CO 資本財・サービス 2.08
8 3M CO 資本財・サービス 2.07
9 CELANESE CORP SERIES A 素材 1.97
10 BANK OF AMERICA 金融 1.96

組入銘柄数 79銘柄
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■組入ファンド� （2014年６月25日現在）

■基準価額の推移 ■１万口当たりの費用明細
４．ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA〈適格機関投資家限定〉

14,000
14,200

14,800

15,400

16,000
15,800
15,600

15,200
15,000

14,600
14,400

（円）

（2013/12/25） （2014/６/25）

（2013年12月26日～2014年６月25日）
項　　　目 金　額

（a） 信 託 報 酬
（投 信 会 社）
（販 売 会 社）
（受 託 会 社）

82
（49
（25
（8

円
）
）
）

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6
（c） 有 価 証 券 取 引 税 3
（d） 保 管 費 用 等 6

合　　　計 97
（注1）�期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）

は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、
下記の簡便法により算出した結果です。

	 �(a)	信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
	 �(b)	売買委託手数料、(c)有価証券取引税、(d)保管費

用等は、期中の各金額を各月末現在の受益権口数の単
純平均で除したものです。

（注2）�各項目毎に円未満は四捨五入してあります。
（注3）�売買委託手数料、有価証券取引税及び保管費用等は、

このファンドが組入れている親投資信託が支払った金
額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。

当期末
ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ　マザーファンド 100.0％

組入銘柄数 1銘柄
（注）�組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
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■組入上位10銘柄� （2014年６月25日現在）
銘柄名称 国／地域 業　種 投資比率（％）

1 INDITEX スペイン 一般消費財・サービス 6.3
2 L'OREAL フランス 生活必需品 5.5
3 CAPITA PLC イギリス 資本財・サービス 5.0
4 LINDE AG ドイツ 素材 4.4
5 NOVO NORDISK A/S-B デンマーク ヘルスケア 3.9
6 ESSILOR INTERNATIONAL フランス ヘルスケア 3.4
7 BAYER AG-REG ドイツ ヘルスケア 3.4
8 COLOPLAST -B デンマーク ヘルスケア 3.4
9 LINDT & SPRUENGLI AG-PC スイス 生活必需品 3.2
10 ROCHE HOLDING AG-GENUSSCHEIN スイス ヘルスケア 3.2

組入銘柄数 34銘柄

＜ご参考＞ ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ　マザーファンド

■資産別配分 ■通貨別配分■国別配分

株式
96.5％

現金等
3.5％

フランス
25.1％
スイス
14.6％

ドイツ
14.0％イギリス

12.2％

デンマーク
10.0％

スペイン
8.3％

その他
15.8％

ユーロ
52.7％

スイス・フラン
14.6％

イギリス・ポンド
12.2％

デンマーク・
クローネ
10.0％

その他
10.5％

（注1）�ファンドの実質的な資産構成がわかるように表示するため、ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA＜適
格機関投資家限定＞が直接投資しているのは、親投資信託であるニッポンコムジェスト・ヨーロッパ　マザーファン
ドですが、その親投資信託の投資資産を表示しております。

（注2）�比率は、親投資信託の純資産総額に対する割合です。
（注3）�国／地域は、コムジェスト・エスエー社の判断に基づいて分類しております。
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■基準価額の推移 ■１万口当たりの費用明細
５．ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファンドSA〈適格機関投資家限定〉

11,000

11,500

12,500

12,000

13,500

13,000

14,000
（円）

（2013/12/25） （2014/６/25）

（2013年12月26日～2014年６月25日）
項　　　目 金　額

（a） 信 託 報 酬
（投 信 会 社）
（販 売 会 社）
（受 託 会 社）

68
（41
（20
（7

円
）
）
）

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8
（c） 保 管 費 用 等 11

合　　　計 89
（注1）�期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）

は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、
下記の簡便法により算出した結果です。

	 �(a)	信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
	 �(b)	売買委託手数料、(c)保管費用等は、期中の各金額

を各月末現在の受益権口数の単純平均で除したもので
す。

（注2）�各項目毎に円未満は四捨五入してあります。
（注3）�売買委託手数料及び保管費用等は、このファンドが組

入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファ
ンドに対応するものを含みます。

■組入ファンド� （2014年６月25日現在）
当期末

ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ　マザーファンド 100.0％
組入銘柄数 1銘柄

（注）�組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
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■資産別配分 ■通貨別配分■国別配分

株式
94.9％

現金等
5.1％

中国
15.0％

ブラジル
18.4％

香港
5.4％

インド
11.1％

南アフリカ
7.4％

台湾
9.2％

その他
33.5％

アメリカ・ドル
23.4％

ブラジル・レアル
18.4％

香港・ドル
17.1％

南アフリカ・ランド
9.5％

インド・ルピー
8.4％

その他
23.2％

（注1）�ファンドの実質的な資産構成がわかるように表示するため、ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファ
ンドSA＜適格機関投資家限定＞が直接投資しているのは、親投資信託であるニッポンコムジェスト・エマージング
マーケッツ　マザーファンドですが、その親投資信託の投資資産を表示しております。

（注2）�比率は、親投資信託の純資産総額に対する割合です。
（注3）�国／地域は、コムジェスト・エスエー社の判断に基づいて分類しております。

＜ご参考＞ ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ　マザーファンド

■組入上位10銘柄� （2014年６月25日現在）
銘柄名称 国／地域 業　種 投資比率（％）

1 TAIWAN SEMICONDUCTOR-SP ADR 台湾 情報技術 6.0
2 CHINA MOBILE LTD 中国 電気通信サービス 4.1
3 CHINA LIFE INSURANCE CO-H 中国 金融 4.0
4 SANLAM LTD 南アフリカ 金融 3.5
5 HUTCHISON WHAMPOA LIMITED 香港 資本財・サービス 3.4
6 CIELO SA ブラジル 情報技術 3.4
7 MEDIATEK INC 台湾 情報技術 3.3
8 NATURA COSMETICOS SA ブラジル 生活必需品 3.1
9 TENARIS SA-ADR アルゼンチン エネルギー 2.9
10 EMPRESAS COPEC SA チリ エネルギー 2.8

組入銘柄数 39銘柄
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■基準価額の推移 ■１万口当たりの費用明細
６. ＴＭＡ長期投資ファンド〈適格機関投資家限定〉

10,000
10,500

11,500

12,500

11,000

12,000

13,500
13,000

14,000
（円）

（2013/５/15） （2014/５/15）

（2013年５月16日～2014年５月15日）
項　　　目 金　額

（a） 信 託 報 酬
（投 信 会 社）
（販 売 会 社）
（受 託 会 社）

65
（55
（4
（6

円
）
）
）

（b） 売 買 委 託 手 数 料
（株 式）

9
（9）

（c） 有 価 証 券 取 引 税
（株 式）

2
（2）

（d） 保 管 費 用 等 2
合　　　計 78

（注1）�期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）
は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、
下記の簡便法により算出した結果です。

	 (a)	信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
	 消費税は報告日の税率を採用しています。
	 �(b)	売買委託手数料、(c)有価証券取引税、(d)保管費

用等は、期中の各金額を各月末現在の受益権口数の単
純平均で除したものです。

（注2）�各項目毎に円未満は四捨五入してあります。
（注3）�売買委託手数料、有価証券取引税及び保管費用等は、

当ファンドが組入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

■組入ファンド� （2014年５月15日現在）
当期末

東京海上長期投資マザーファンド 100.0％
組入銘柄数 1銘柄

（注）�組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
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■資産別配分 ■通貨別配分■国別配分
その他
8.3％

株式
91.7％ アメリカ

9.9％

その他
18.7％

日本
59.0％デンマーク

7.0％

イギリス
5.4％

その他
13.6％

米ドル
9.9％

日本円
59.0％

ユーロ
5.1％

デンマーク・
クローネ
7.0％

英ポンド
5.4％

（注1）�ファンドの実質的な資産構成がわかるように表示するため、TMA長期投資ファンド＜適格機関投資家限定＞が直接
投資しているのは、親投資信託である東京海上長期投資マザーファンドですが、その親投資信託の投資資産を表示し
ております。

（注2）�比率は、親投資信託の純資産総額に対する割合です。
（注3）�国／地域は、東京海上アセットマネジメント株式会社の判断に基づいて分類しております。

銘柄名称 国／地域 投資比率（％）
1 キーエンス 日本 3.9
2 NOVOZYMES A/S-B SHARES デンマーク 3.7
3 リンナイ 日本 3.7
4 エア・ウォーター 日本 3.5
5 ミスミグループ本社 日本 3.5
6 シマノ 日本 3.4
7 ＳＭＣ 日本 3.3
8 NOVO NORDISK A/S-B デンマーク 3.3
9 NESTLE SA-REGISTERED スイス 3.2
10 BG GROUP PLC イギリス 3.2

組入銘柄数 36銘柄

■組入上位10銘柄� （2014年５月15日現在）

＜ご参考＞ 東京海上長期投資マザーファンド
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■基準価額の推移 ■１万口当たりの費用明細
７. スパークス・集中投資・日本株ファンドS〈適格機関投資家限定〉

11,000

15,000

19,000

13,000

17,000

21,000
23,000
25,000
（円）

（2012/12/20） （2013/12/20）

（2012年12月21日～2013年12月20日）
項　　　目 金　額

（a） 信 託 報 酬
（投 信 会 社）
（販 売 会 社）
（受 託 会 社）

144
（127
（10
（7

円
）
）
）

（b） 売 買 委 託 手 数 料 35
（c） そ の 他 費 用 3

合　　　計 182
（注1）�期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）

は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、
簡便法により算出した結果です。

（注2）�各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

■組入ファンド� （2013年12月20日現在）
当期末

スパークス集中投資戦略マザーファンド 99.6％
組入銘柄数 1銘柄

（注）�組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
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■資産別配分 ■通貨別配分■国別配分

株式
100.0％

日本
100.0％

日本円
100.0％

（注1）�ファンドの実質的な資産構成がわかるように表示するため、スパークス・集中投資・日本株ファンド＜適格機関投資
家限定＞が直接投資しているのは、親投資信託であるスパークス集中投資戦略マザーファンドですが、その親投資信
託の投資資産を表示しております。

（注2）�比率は、親投資信託の純資産総額に対する割合です。

■組入上位10銘柄� （2013年12月20日現在）

＜ご参考＞ スパークス集中投資戦略マザーファンド

銘柄名称 業　種 投資比率（％）
1 アコーディア・ゴルフ サービス業 7.4
2 武蔵野銀行 銀行業 5.6
3 阪和興業 卸売業 5.1
4 アーレスティ 非鉄金属 4.7
5 太陽ホールディングス 化学 4.5
6 ビックカメラ 小売業 4.3
7 ＭＡＲＵＷＡ ガラス・土石製品 4.1
8 ミネベア 電気機器 4.0
9 セントラル硝子 化学 4.0
10 大塚家具 小売業 3.8

組入銘柄数 29銘柄
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■基準価額の推移 ■１万口当たりの費用明細
８. スパークス・長期厳選・日本株ファンド〈適格機関投資家限定〉

15,000

18,000
17,000
16,000

19,000

21,000
22,000

20,000

23,000
（円）

（2013/９/９） （2014/９/８）

（2013年９月10日～2014年９月８日）

■資産別配分 ■通貨別配分■国別配分

株式
100.0％

日本
100.0％

日本円
100.0％

（注）�比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。

項　　　目 金　額
（a） 信 託 報 酬

（投 信 会 社）
（販 売 会 社）
（受 託 会 社）

170
（164

（0
（6

円
）
）
）

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6
（c） そ の 他 費 用 3

合　　　計 179
（注1）�期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）

は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、
簡便法により算出した結果です。

（注2）�各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

■組入上位10銘柄� （2014年９月８日現在）

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の評価金額の比率をいいます。

銘柄名称 業　種 投資比率（％）
1 キーエンス 電気機器 12.1
2 ミスミグループ本社 卸売業 11.7
3 日本電産 電気機器 10.7
4 良品計画 小売業 9.9
5 三菱商事 卸売業 8.7
6 花王 化学 7.4
7 テルモ 精密機器 5.9
8 ロート製薬 医薬品 5.2
9 ピジョン その他製品 4.6
10 アシックス その他製品 4.6

組入銘柄数 15銘柄
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■基準価額の推移 ■１万口当たりの費用明細
９. コモンズ30ファンド（適格機関投資家用）

12,000

13,000
12,500

14,000

15,000

13,500

14,500

15,500
16,000
（円）

（2014/１/20） （2014/７/18）

（2014年１月21日～2014年７月18日）
項　　　目 金　額

（a） 信 託 報 酬
（投 信 会 社）
（販 売 会 社）
（受 託 会 社）

46
（42
（1
（3

円
）
）
）

（b） 売 買 委 託 手 数 料 32
（c） そ の 他 費 用 1

合　　　計 79
（注1）�期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）

は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、
下記の簡便法により算出した結果です。

	 (a)	信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
	 �(b)	売買委託手数料、(c)その他費用は、期中の各金額

を各月末現在の受益権口数の単純平均で除したもの
です。

（注2）�各項目毎に円未満は四捨五入してあります。
（注3）�売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが

組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当フ
ァンドに対応するものを含みます。

■組入ファンド� （2014年７月18日現在）
当期末

コモンズ30マザーファンド 100.2％
組入銘柄数 1銘柄

（注）�組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
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■組入上位10銘柄� （2014年７月18日現在）

＜ご参考＞ コモンズ30マザーファンド

銘柄名称 業　種 投資比率（％）
1 資生堂 化学 3.6
2 ディスコ 機械 3.6
3 三菱商事 卸売業 3.6
4 マキタ 機械 3.6
5 シスメックス 電気機器 3.5
6 楽天 サービス業 3.5
7 東レ 繊維製品 3.5
8 日東電工 化学 3.4
9 ユニ・チャーム 化学 3.4
10 堀場製作所 電気機器 3.4

組入銘柄数 28銘柄
（注1）�ファンドの実質的な資産構成がわかるように表示するため、コモンズ30ファンド（適格機関投資家用）が直接投資

しているのは、親投資信託であるコモンズ30マザーファンドですが、その親投資信託の投資資産を表示しており
ます。

（注2）比率は、親投資信託の純資産総額に対する割合です。
（注3）資産別配分・国別配分・通貨別配分につきましては、開示されていないため、記載しておりません。
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TOPICS：《当社の直接販売の状況 2013年12月11日～2014年12月10日》

　当社に口座を開設いただいている皆様には改めてこの場をお借りして感謝を申し上げますとともに、長期で
の資産形成に向けた皆様の期待に応え、共に成長を続けられる会社であるために一つ一つのこだわりを大切に
引き続き努力してまいります。

※�このグラフは、当社が運用、販売するファンド２種類のいず
れか、もしくは両ファンド定期積立サービスをご利用いただ
いている方を対象とするデータを用いて作成しております。
※�全顧客に対する2014年12月４日引落し分の定期積立プランの
利用率。積立額は増額月の増額分を含まない平均値。

定期積立プラン
　口座開設の際に定期積立サービスを同時に申し込
まれる方が多いことから、当サービスの利用率は前
期から2.7％増え64.4％となりました。すでにお申込
みいただいているお客様の多くがサービスを継続し
て活用されていることも、利用率の増加を下支えし
ています。

ファンドの設定・解約の状況
　2013年は12月末の証券税制の優遇措置終了が影響し、利益確定の解約が増加しましたが、2014年になって
からは毎月、設定額が解約額を上回る流入超が続き、当期間の純流入額は＋122.1億円となりました。
※�金額については、当社が運用、販売するファンド２種類を合計した数値となります。

お客様の特徴（全口座）
　年代別では「資産形成層」の30代～40代が60.1%と大きな割合を占めています。また、当期間の女性のお客
様の増加率が男性を上回ったため、女性比率が前期から1.5％増加しました。

2014年12月10日現在 有効口座数 76,683件（前期比21.4％増）
　当期間の口座増加数は＋13,536名と６年ぶりに１万名を超え、前期から勢いが増していた新しいお客様の
口座開設が更に活況となりました。うち「知人・家族からの紹介」を申込みの動機とする口座開設が約２割あり、
大きな特長になっています。

当期間を振り返ると、有効口座数・運用資産総額が順調に伸びた、明るい１年になりました。
2014年�７月 セゾン投信 有効口座数 ７万口座を突破
� 11月 セゾン投信 運用資産総額 1,000億円を突破
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30.1％

20代
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